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や昭和44年度新入職員入所式

4月 1日午前10時から役員会謡窄において所長，汀事

および各部室長出席のもとに昭和44年度新入戦員の入所

式が行なわれた。入所者は 7人である。

魯OECD「研修・研究所長会議」開催記念パーティ

OECD主催のアジア地域における社会・経済開発分野

の研修所長・研究所長会議が東京で開かれたのを記念し

て，当研究所会長主催によるカクテル・パーティが 3月

13日午後7時から麻布グリーン会館で開催された。

令「発展途上諸国の経済発展」に関する優秀詰文の審査

報告

昭和43年度における侯補論文として各方面から推鷹さ

れた18点につき，審査委員会（委員長東畑精ー）におい

て審査した結果，下記2点を優秀諭文として選定した。

なお，表彰式は 3月28日，東徊会長の出席のもとに行

なわれ，入選者には賞状ならびに質金もしくは質品が授

与された3
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魯ゼミナールの開催

昭和 43年度の広報啓発1舌飢の一環として，「アジアの

動向(1968年のアジア）」に関するゼミナール， i髯演会を

下記のとおり実施した。
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後援：大阪商工会議所，大阪経済調査会，大阪アジ

ア中小企業開発センター，大阪通商産業励

場所：大阪商工会議所
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3月20日

I インドシナ？）経済社1
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東南アシア諸国0人口間，
題に関すろ統計的研究 !3月24日I 

＇，ミンコク，

ポンベイ i

シ外国人の来訪

(1) J月15日， Mr.M. Yudelman (Vice President, 

Dernlopment Center, OECD)。日本農業構造の変革と

日本農業就業人口の移動について意見聴取。

IS) 3月11日～14日，切日～28日，Mr.K. P. Pradhan 

(Under Secretary, His Majesty's Government of Nepal). 

第 2回アジア地域国家行政研修に伴う実地研究として，

ネバールの工業化の実現可能性についての意見聴取。
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